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(57)【要約】
　以下の発明は、改良されたＬＣＤバックライトに関し
、更に詳しくは、導光板の内部の光散乱ドットの改良さ
れた構成に関する。導光板（２２）は、複数の光散乱ド
ット（２３ｄ～２３ｄ）を有するように形成されている
下面を備えており、これらの光散乱ドット（２３ａ～２
３ｄ）が、光ビームを散乱し反射して、光ビームを一様
な面光源に変換するのであるが、それぞれの光ドットの
表面積が、ＬＥＤライト（２６）を備えている３つのエ
ッジの少なくとも１つからのその距離の関数として減少
することを特徴とする。
【選択図】図２



(2) JP 2015-536029 A 2015.12.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＣＤを照明するためのバックライトモジュールデバイスであって、
　内側表面上に配置された第１の反射性コーティングを備えているハウジングと、
　上面と下面とを有し、前記ハウジングの内部に収容され、光ビームを、前記上面から放
射される対応する面光源に変換する導光板であって、
　前記光ビームを散乱および反射して前記光ビームを一様な面光源に変換する複数の光散
乱ドットと共に形成されている下面を備えている導光板と、
　前記ハウジングの内部に収容された前記導光板の３つのエッジ上に配置された複数のＬ
ＥＤライトを備えている、光ビームを提供するための照明源と、
　前記ハウジングの内部に収容され、前記導光板の前記上面上に載置されており、前記導
光板からの前記光ビームを更に統一する拡散フィルムと、
　前記ハウジングの内部に収容され、前記拡散フィルム上に載置されている、直交して同
じ位置に配置されている２つの輝度向上フィルムと、を備えており、
　それぞれの光ドットの表面積が、前記ＬＥＤライトを備えている前記３つのエッジの少
なくとも１つからのその距離の関数として減少することを特徴とするバックライトモジュ
ールデバイス。
【請求項２】
　前記光散乱ドットは実質的に円形であり、前記光散乱ドットの有効半径は前記ＬＥＤラ
イトを備えている前記３つのエッジの少なくとも１つからの距離の関数として減少する、
請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記光散乱ドットの前記有効半径は前記ＬＥＤライトを備えているすべての３つのエッ
ジからの距離の関数として減少する、請求項１または請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記ハウジングは取付板と実質的に垂直方向に直立する壁とから形成され、前記壁は前
記照明源を備えている、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記照明源は、プリント回路板上に載置され更にヒートシンク上に載置されている複数
のＬＥＤから形成されており、それぞれのＬＥＤは、放射構造と、光出力の発散を減少さ
せることによって光ガイドへの結合効率を向上させるレンズとを備えている、請求項１か
ら請求項４のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記導光板は前記上面および下面上に配置された白色反射板を有しており、前記上面の
上の前記白色反射板はＬＣＤディスプレイのサイズに対応する光透過性アパーチャを有す
る、請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項７】
　ディスプレイマスクプレートが前記ＢＥＦフィルム上に配置されており、前記ディスプ
レイマスクプレートは、前記ＬＣＤディスプレイのサイズに対応する光透過性アパーチャ
と共に反射性または吸収性コーティングを備えている、請求項１から請求項６のいずれか
一項に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記ディスプレイマスクはアパーチャを提供し、少なくとも２つの対向するエッジに沿
った方向では、前記反射性または吸収性コーティングの幅は、前記アパーチャの幅の１０
％である、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記導光板はアクリルで作られている、請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の
デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　以下の発明は、改良された液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のバックライトに関し、詳細に
は、ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）デバイスと共に用いるためのコンパクトなバッ
クライトディスプレイモジュールに関し、更に詳細には、拡散板の内部における光散乱ド
ットの改良された構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤデバイスは、典型的には、液晶パネルを照明するための様々な光操作デバイスと
共に、光源を有するバックライトモジュールを備えている。このモジュールから出力され
る光は、イメージが適切に照明され出力からの容認できる程度の輝度があることを保証す
るために、一様であることが好ましい。典型的なバックライトモジュールは、米国特許出
願公開第２０１１３１７４４７号に示されている。
【０００３】
　本発明が更に詳細に説明される前に、本発明は、説明される特定の実施形態に限定され
ず、従って、もちろん様々であり得ることを理解されたい。また、本発明の範囲は添付の
特許請求の範囲によってのみ限定されるのであるから、本明細書において用いられる専門
用語は、特定の実施形態について説明するという目的のみを有しており、限定的であるこ
とは意図されていないことをも理解されたい。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の第１の態様によれば、ＬＣＤを照明するためのバックライトモジュールデバイ
スが提供される。このバックライトモジュールデバイスは、そのハウジング自体の内側表
面上に配置された第１の反射性コーティングを備えているハウジングと、
　上面と下面とを有し、ハウジングの内部に収容され、光ビームを、上面から放射される
対応する面光源に変換する導光板であって、
　光ビームを散乱および反射して光ビームを一様な面光源に変換する複数の光散乱ドット
と共に形成されている下面を備えている導光板と、
　光ビームを提供するために、ハウジングの内部に収容された導光板の３つのエッジ上に
配置された複数のＬＥＤライトを備えている照明源と、
　ハウジングの内部に収容され、導光板の上面上に載置されており、導光板からの光ビー
ムを更に統一する拡散フィルムと、
　ハウジングの内部に収容され、拡散フィルム上に載置されている、直交して同じ位置に
配置されている２つの輝度向上フィルムと、を備えており、
　それぞれの光ドットの表面積が、ＬＥＤライトを備えている３つのエッジの少なくとも
１つからのその距離の関数として減少することを特徴とする。
【０００５】
　エッジリット（照明）ディスプレイ（Edge lit displays）は、任意の数のエッジから
照明され得るが、明らかに、照明されるエッジがより多いほど、バックライトモジュール
から出力される輝度は、より高くなる。しかし、ＬＣＤデバイスは、常に、より小さな体
積内に収まることが要求される。高い光出力を維持しながら、デバイスのサイズを縮小し
、それにより、照明されることが要求されるエッジの数を削減したいという欲求がある。
従来、光ドット散乱体を備えた導光板は、光ドットの表面積がＬＥＤのエッジの照明源か
らの距離の関数として増加するように、配置されているのが典型的である。しかし、例え
ばアパーチャの全体幅の１０％未満、好ましくは５％未満など、導光板のエッジと光透過
性アパーチャの始点との間の距離が最小化されている場合には、光散乱ドットの構成は、
それぞれの光ドットの表面積が、ＬＥＤライトを備えている３つのエッジの少なくとも１
つからのその距離の関数として減少するように、出力の一様性を向上させるように構成さ
れているのが好ましい。
【０００６】
　これらの修正は、修正を行わない場合に予想される１６０，０００ｃｄ／ｍ2と比較す
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ると、４００，０００ｃｄ／ｍ2というバックライトの輝度をもたらした。
【０００７】
　光散乱ドットは、どのような多角形の形状から選択されてもよいが、実質的に円形であ
ることが好ましく、光散乱ドットの有効半径は、ＬＥＤライトを備えている３つのエッジ
の少なくとも１つからの距離の関数として減少する。光散乱ドットは、表面積を更に増加
させる３次元的な幾何学的形状を有することもあり得る。
【０００８】
　好適な構成では、光散乱ドットのそれぞれの有効半径は、ＬＥＤライトを備えているす
べての３つのエッジからの距離の関数として減少する。
【０００９】
　ハウジングは、単に、光ガイドと照明源とを保護するための手段である。好適な構成で
は、デバイスの体積を更に減少させるため、ハウジングは、取付板と、照明源を備え、実
質的に垂直方向に直立する壁とから形成され得る。
【００１０】
　照明源は、プリント回路板（ＰＣＢ）上に載置された複数のＬＥＤから形成されており
、更に、このプリント回路板はヒートシンク上に載置されている。それぞれのＬＥＤは、
放射構造と、光出力の発散を減少させることによって光ガイドへの結合効率を向上させる
レンズとを備えている。
【００１１】
　バックライトモジュールデバイスは、導光板からの光の漏れを最小化しようとして、他
方の面または照明されていないエッジから放射されるすべての光を再反射することを試み
る。好適な構成においては、導光板は上面および下面上に配置された白色反射板を有して
おり、上面の上の白色反射板は、ＬＣＤディスプレイのサイズに対応する光透過性アパー
チャを有している。白色反射板は、光を反射して導光板内に戻す。
【００１２】
　一番外側の光学コンポーネントは、２つのＢＥＦフィルム上に配置されているディスプ
レイマスクプレートであり、ディスプレイマスクプレートは、ＬＣＤディスプレイのサイ
ズに対応する光透過性アパーチャと共に、反射性または吸収性コーティングを備えている
。このディスプレイマスクの透過性アパーチャが、モジュールから放射されている唯一の
光は、その上に任意選択で配置されるＬＣＤユニットと同じ面積に対応するものであるこ
とを、保証している。
【００１３】
　ディスプレイマスクはアパーチャを提供するのであるが、少なくとも２つの対向するエ
ッジに沿った方向では、反射性または吸収性コーティングの幅は、アパーチャの幅の１０
％であり、好ましくは５％である。
【００１４】
　導光板は、任意の光透過性材料で、好ましくはアクリルで、製造され得る。
【００１５】
　次に、本発明の実施形態について、次の添付の図面を単なる例として用い、それらを参
照して、説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１ａ】バックライトモジュールの側面図。
【図１ｂ】バックライトモジュールの平面図。
【図２】導光板と光散乱ドットとの側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１ａを参照すると、１として全体が示されているバックライトモジュールが、提供さ
れている。複数個の照明源１６が存在している。照明源はヒートシンク６から形成されて
おり、ヒートシンク６の上にはプリント回路板５が取り付けられている。回路板５は複数
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のＬＥＤ４を含み、これらの複数のＬＥＤ４が、その出力を、レンズ３を用いて合焦させ
る。
【００１８】
　照明源１６は、導光板２の（図１ｂに示されているように）エッジのうちの３つに配置
されている。導光板２の下面は、複数の光散乱ドット（図示されていないので、図２を参
照のこと）を伴うように形成されており、少なくとも一層の白色反射板８ａ、８ｂによっ
て封止されている。下側の白色反射板層８ａは、導光板２の下面全体を被覆している。白
色反射板８ａ、８ｂは、導光板内に光を反射して戻す。上側の白色反射板層８ｂは、光ガ
イドからの光がデバイスを離れることを可能にする光透過性アパーチャ９を有する。アパ
ーチャ９の上部には拡散フィルム１０が配置されており、拡散フィルム１０が、出力輝度
を更に統一する。全体が１１で示されている、直交して同じ位置に配置される２つの輝度
向上フィルムが、拡散板１０上に配置されている。最終的な光学コンポーネントは、光透
過性アパーチャ１３を有するディスプレイマスク層１２であるが、ここで、アパーチャ１
３は、照明されて投影されるＬＣＤディスプレイ１７と実質的に同じ面積を有する。
【００１９】
　ハウジング１５は、取付板７から形成されており、取付板７の上には、エッジ照明源１
６の３つの側が配置されている。図２によれば、第４のエッジ１４は、照明源を有してい
ない代わりに、白色反射板の層が提供されている。
【００２０】
　次に図２を参照すると、導光板２２を備えた光ガイド２０が示されており、光は照明源
２６から入っている。導光板２２の下面には、複数の光散乱ドット（２３ａ～２３ｄ）が
配置されているのであるが、光散乱ドット２３ａ～２３ｄの表面積は、エッジ照明源２６
からのそれらまでの距離の関数として減少している。光ガイドは、ＬＣＤディスプレイへ
の光出力２４を更に統一するために、拡散フィルム２１を用いる。

【図１ａ】
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【国際調査報告】



(9) JP 2015-536029 A 2015.12.17

10

20

30

40



(10) JP 2015-536029 A 2015.12.17

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｆ２１Ｖ   29/70     　　　　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　        　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(72)発明者  ライコック、レスリー・チャールズ
            イギリス国、シーエム２　８エイチエヌ・エセックス、シェルムズフォード、ウエスト・ハンニン
            グフィールド・ロード、エーティーシー・グレート・バッドー、ビーエーイー・システムズ
(72)発明者  マッカーシー、アンドリュー・グラハム
            イギリス国、シーエム２　８エイチエヌ・エセックス、シェルムズフォード、ウエスト・ハンニン
            グフィールド・ロード、エーティーシー・グレート・バッドー、ビーエーイー・システムズ
Ｆターム(参考) 2H191 FA24Z FA38Z FA42Z FA56Z FA75Z FA85Z FD15  GA21  GA24  LA11 
　　　　 　　        MA02 
　　　　 　　  3K244 AA02  BA07  BA08  BA12  BA31  BA39  BA48  CA03  DA01  DA22 
　　　　 　　        EA02  EA14  ED16  ED25  ED28  GA02  GA05  GA06  GA08  GA11 
　　　　 　　        LA01  MA02  MA04  MA12  MA18 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

